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このたびは弊社製品をお胃い上げいただきまして試にありがとう 
ございまず。ご性巧前に、この取扱說明きを愚をまでお読みの 
うえ、正しい征い方でホをくごを用ください。お爺みになった後、 
大切に巧管して下きい。 



取扱説明書 


保証書付き 















1 .安全上のご注意 

馨ご巧用前に、この『巧を上のご注意 J ] をよくお読みのうえ、正しくお悟いください。また、お読みになった後は、大切に保管 
してください。製品本体及びおお説巧童には、おをいになる人や、他の人へのをぎ、財巧への損害をホ巧に防ぐための内容を 
記載していますので、おずお守りください。お子様がお淀いになるときは、保護をの方が取な說巧害の中身をお読みになり、 
正しい使い方を御指ま<ださい。表示と図記号は下記のようになっていまず。内容を理絕してから本义をお読み<ださい。 

絵表示の例 

記号、[禁止」（しないでください） 
を示します。 

•記号、「強則」（必ずしてください） 
W を示します。 

《1:重なとはま巧やけが、やけど（高温*恆盈）、感巧、肯巧、やまなどで、崔適をが残るものおよび岩巧に入時•ちがの通院を夏するものをさします。 
父2 :揉害とは、齒巧に入院や長期の通院を巧さないけが*やけど*あをなどをさします。 

《3 :物的接害とは、東屋‘东おおよびずま * ペットなどにかかわる担:大お害をさします。 


A 警告 


运 

お手入れの際は、かず差込プラグをめいてください。 
■感巧•やけど-けがをする巧れがあります。 

磯 ) 

浦れた手で差をプラグをあき差レしないでください。 
•盛 m ‘ やけど‘ けがをするをれがあります。 


修理技術ちが外は、絶巧に分紹したり、 

修理-な造をおこなわないでください。 

•楽化したり、萬巧あ!巧してけがをすることがあります。 

0 

風を燃焼器具に向けてを巧しないでください。 
mp や又卜-プなどの叛巧绍 に 当たるヒ炎の M や不 ミを «などの 
大お赋 扇 卸こなります。閉觸の燃騰 I 欄中任臟不是 に 
ならないようこまめに版してください。 


水につけたり、水をかけたりしないでください。 
•感巧•シヨートの恐れがありまず。 

(§) 

お室や屋外など湿気*水気の多い場所、 

ほこりのひどい場所では使用しないでください。 
♦モ—ターや巧 巧 果統が シヨ— 卜 ■過をしお除です。 

is 

思を巧に直接当てないでください。 
•お常に战^7な调巷型の强^ですので、急速じなな^を奪1、 
巧調風ヒや巧巧なきの巧因になります。铅。、さなお?^の 
脚肿に f 朝 m にこの風を術こを接ちてないで < ださぃ。 

S 

空あのげお□や吸込□にお巧に指や棒などを 
入れないでくださし、。 

•内部の巧巧战 SiiEii しているたみ 
大1が做)原因になります。小きいお子ががいる船[も 
まお访 f おこらないよろまなしてくだきい。 J 


A 注意 


C 

巧用時な外は、差をプ弓グをコンセント 
から巧いてください。 

♦けがややけど、 お據劣化による感軍、 n 巧 火が 
の原因になります > 

0 

スプレーをかけないでください。 

•賴おやを装部サがを育したり、巧おする原因に 
なります。 

运 

差をプラグを巧< ときは、電源コードを持たずに 
必ずを端の差をプラグを持って引き抜いてください。 

♦硬まや ショー トをして発みの 巧 困になります。 

0 

周囲に障害物があったり、不おをな場所では 
惦巧しないでください。 

♦転倒や串巧の原因になります。 

Q 

交流 lOOV が外の電源はが巧しないでください。 
•感巧•ルがの原因となります。 

0 

風を長時間、からだにあてないでください。 
•健康を活なう巧れ々 f ありまず。 特に 就な旧 t 
お年 巧り、 病気の 方は まをしてください。 

Q 

電源コードや差込ブラグがおんでいたり、 
コンセントの差し込みがゆるいときは使巧 
しないでください。 

参屈巧•ショート-発化の原因になります。 

0 

重源コードを揚つけたん敬 巧 させたり、加工したん 
無理[こ曲げたん引っ廉ったり、たばねたり 、至い电のを 
のぜたり、はさみをんだりしないでください。 

溫コードが巧担し、かが•感巧の原因となります。 

〇 

定期のにファンの巧れを取ってください。 

•吹化□や吸込□のブリル、羽おに巧巧したほこりはこまめに巧除してください。 

大 S の空気を叔かしますので、巧れがひどいとな降の應因となります。 

J 


〔お願い ij 习根にはりつけてある「羽根マーク」は、はがさないでください。 


A 警告 

A 


f 取故いを賠った場合、使用をが萊亡またはま11(^^1)を負うこと 
が？占をされること J ををします。 


:う r 取扱いをおった場を、度用吾が巧害(《リを負うことが想をされるか、 
r エ危、または物的お害(《別のを生が想をされること J を示します。 




























2. を部のなまえ 



風量調節つまみ 

取っ手 


前グリル 
(の化 □) 


ダクト 


羽根 


後グリル 
(吸込 □) 


電源コード 


ベース 


差込プラグ 


3.仕 様 


電 源 

交流10 0 V 50 Hz 

交流10 OV 60 Hz ^ 

消費電力 

60 W 

50 W 

最大風速 

570m/min 

左右角度調節 

〇〜約360度 上下角度調節 〇〜約90度 

コード長さ（約） 

2.0 m 

質 量（，約） 

1.8 kg 

^大きさ（約） 

幅 26.0 cm X 奥巧き26.0 cm X 高さ23.0 cm j 


* この商品は、曰本国巧ち用です。国外では巧巧できません。 FOR USE IN JAPAN ONLY 





























4. ご使用方法 


電源を入れます。 

参差込プラグをコンセントに差し込みます。 


風量調節つまみを回し、お好みの風量に合わせます。 
•電源を切るときは、「切」につまみを合わせてくださし、。 

















































4. ご使用方法 



•卓上に 



参ふた間続きのお部屋に ■ 

□□□3^ m ^ <r^ 戸 日 □ 

ggDD □□血 

ぶ □□□ E _I 

£ _ mmm mmm f 


广設置場所： ） 

• 障害物のない平らな床や机などに雷いてくださし^。風が途中で遮られると部屋全体に空気の 
流れは作れません。吸込□や吹た□がふさがれたり、ものが巻き込まれたりすると玻障や火 
ぶの原因になりますので、ご注意ください。 



• 暖炉やストーブなどの燃焼部に当たると炎の飛散や不完を燃焼などの大事巧の原因になります。 
開放型の燃焼器具の使巧している場巧でのご使用はお避けください。 


广ちち調節： ） 

参取っ手を持って、 
上下ちちに変えます 




















































5. お手入れの仕方 


参大星の空気を動かずため、巧這したほこりなどをこまめにおり除く必要があります。 
使巧環境にもよりまずが、定期目勺なお手入れを巧ってください。 

その隐は、必ずスイッチを切り、差込プラグを抜いた状媛で巧ってください。 


0をグリルのお手乂れ j 

•掃除磯で後ろのグリルにか表したミちれを取ってください。 

モーターのをる P 巧空気の取入□は、こまめに掃除してくださし、。 

〔前ダリルのお手入れ） 



• 使巧中に外れないよう、ダクトはネジで本体に固定されていまず。 

差込プラグが抜かれていることを確認してから、掃除機または布で';ちれを忍としてください。 





く羽根のお手入れ> 

•羽根の汚れは固くしぼった布でなきとってくださし、。 


前グリル 

取っ手 
後グリル 


モーターの軸受は、潤滑油の補給が必養ない構造となっていまず。 
まミちしないでくださし、。 


くダクトの組立てち> 

A . 後グリルに取っ手を固定します。 

B ，前グリルを後グリルにはめ込んで、 

をグリルにドライバーで4つのネジを確実に固定します。 


A ま意 

羽根はみ すこ とができません。•お理に外すヒ巧障の原因になります。 


( >がのお手入れ^ 

げクトのはずしち> 

• グリルを上向きにします。 

•後グリルの4つのネジをドライバーでお時計回りに回し外します。 
参掃除機か巧で巧れを落としてください。 

巧れがひどい場合は、か重の中性洗剤で水洗いしてください。 


熱湯はかけないでください。♦をおの原因になります。 


-己- 










































6. 修理を依頼される前に 


♦ご使用や、異常が生じたときには、この表を見ながらチェックしてくださし1。 


こんなとき 

も'調ぺいただくこと 

羽根がまわらない 

差込プラグをコンセントに差し込んでいますか？ 
停電していません方、？ 

風量調節つまみが『切』になっていませんか？ 

停電後正常な運転が 
できない 

差化プラグを抜いて差し直してください。 

使用中に「カチッ J と 
キシミ音がする。 

加熱部分の熱膨張によるもので、 

故積ではありません。 


7. アフターサービスについて 


1. 保記害は必ず「お買い上げ年月日 J と「販売店名 J 等所定事項の記入及び記載内容をご確認のうえ、 
お買い上げの販売店からお受け敗りください。記載内容をよくお読みになり大切に保管してください。 

2. 保証期間は、お翼い上げ曰から1年間です。保証期間中に修理を依頼されるときは、お買い上げの販売 
店まで保証書を添えて商品をご持参ください。保証書の内容にがって修理いたしまず。 

3. 保証期間経過後の修理についても、お買い上げの販売店にご巧談ください。修理によって、磯能が維持 
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いたします。 

4. この製品の補修用性能部品の保有期間は製造巧切後8年でず。補修巧性能部品とは、その製品の機能を 
雑持するために必要な部品です。 

5. 製品に異常がある場合には、お客様ご自貴で修理されたり、手を加えたりすることはあ険でず。絶対に 
しないでください。 

6. アフターサービスについてご不明な点は、お實い上げの販売店にお問い合わせください。 


燦巧日本電器株式会社干11 0-0016 東京都台東区台東1 T 目24番1号 

お客様専用ダイヤル 03-3837-1235 

受イ寸時間：貝〜金喔日9時〜12時/13時〜化時（±、日喝、巧曰はおなみ） 

httpJwww.tsannkuen.jp 
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